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今回の絵はシクラメンを描きました。花言葉は
「憧れ」です。
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石墨町の活性化を目
指し、去年の春から薄
根小学校の子どもた
ちがホタルの餌にな
るカワニナを育てて
くれました。そのカワ
ニナを11月5日に3
年生～6年生、200
人が石墨町の棚田
（ホタルの里）に放流
してくれました。当日
はホタルの生育の話
しや、自然に住む生き
物の話しをしながら、
子どもたちは喜んで
いました。今年の夏、
石墨町の棚田にホタ
ルが飛び交うと思い
ます。皆さんぜひ見
に来てください。

石墨町の活性化のため、
棚田の耕作放棄地をお借
りして、都会から8組の家
族が棚田のオーナーに
なっていただきました。4
月に畔塗り体験、5月には
田植え体験、そして10月
には稲刈り体験などを行
いました。また、昨年11月
より地域おこし協力隊（高
津さん）が東京から沼田市
に移住をしていただき、薄
根地区活性化のために現
在石墨町の事業をお手伝
いしていただいています。

8月17日、第2回目の薄根大クワ夏祭りが開催されまし
た。今回から「オール薄根」で取組んでいただき、振興協
議会の石井さんに実行委員長になっていただきました。
昼間のイベントには元気会の皆さんが昨年に引き続き
ジャンボかるた大会を行い、グランドでは出店やビンゴ
ゲームなどスタッフの皆さんが頑張っていただき、子ど
もたちは大はしゃぎでした。夜の部ではうすねニュース
ポーツクラブの皆さんのおかげで、盆踊りやダンスなど
大盛況でした。今回のお祭りも子どもたちの夏の想い出
になったと思います。今年もよろしくお願い致します。

この事業も薄根元気会の皆さんが薄根地区かるたの大
会を企画し、初めてかるた大会を開催しました。開催場
所はふれあいセンターをお借りし、当日は子どもたちや
大人達、総勢38人が参加してくれました。子どもたちは
薄根地区の歴史・文化を学ぶ事ができ、子どもも大人も
真剣でした。今後この事業も継続的に行い、子どもたち
の「ふるさと愛」につなげていきたいと思っています。

薄根元気会の皆さんが、2年前に作った薄根地区かる
たを活用し、健康増進のため、そして薄根の魅力を知っ
てもらうため、ウォーキングマップを作成しました。マッ
プは薄根地区全戸に配布する事ができ、それは薄根地
区の企業の方々からのご協賛のおかげで実現する事
ができました。スタッフ一同心から感謝申し上げます。
今後はこのマップを活用し、薄根地区にたくさんの人
が訪れるよう活動をしていきます。

第1回薄根地区ふれあいかるた大会

薄根地区ウォーキングマップが完成 第2回薄根大クワ夏祭り

ホタルの里作り

石墨町の地域活性化
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公約1　「自然にこだわったまちづくり」

公約2　「子どもたちと高齢者が一緒にすごせるまちづくり」

畦塗り体験 田植え体験 稲刈り体験 収穫祭

ご　挨　拶
新年あけましておめでとうございます。昨年4月にはみなさんのおかげで2期目の市政に送り出させていただき誠にありがとうございました。今回の通信14
号は一年間の活動をまとめました。その中でも、薄根地区に関する取り組みは、薄根地域ふるさと推進協議会小池会長を中心とした協議会の皆さん、そして
沼田未来の会戸丸理事長を中心にした会の皆さん、更には薄根元気会湯本会長を中心としたスタッフの皆さん、そのほか多くの皆さんのおかげで実現する
事ができました。また、利根沼田テクノアカデミーでの活動は、「沼田市を職人育成するまち」にするため、多くの方々と連携し事業を行ってきました。本年も
3つの公約の実現に向け、何事にも初心を忘れず、精一杯努力して参りますので、本年もよろしくお願い致します。

沼田市議会議員　桑　原　敏　彦

絵花シリーズ⑭
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沼田市消防団は、地域と連携し地域の防災力を高めるために活動を行っていただいています。また2年前には女性消防団ソレイユが
結成され、昨年は群馬県代表として全国大会に出場しました。
沼田市で昨年導入された消防団専用のドローンを、火災時の鎮火後の見回りや人の捜索時等に有効的に活用していただき、消防団員
の皆さんの負担軽減につなげていただくために、技能訓練を行いました。利根沼田テクノアカデミーではこの事業を継続的に行ってま
いります。

最近では、日本全国で多くの災害が発生し、沼田市においても3年前に柿平地区で土砂災
害が起こるなど、千葉県においては多くの方が家を失い甚大な被害が発生しています。
今後、防災士の役割は一層重要となっていくと考えられます。そんな時、まず自分の身の安
全を確保し、地域のリーダーとして活躍する際に、ドローンを活用していただければと考
え、今回、防災士ドローン連携訓練を開催しました。

多能工の取組み

尾瀬校ドローンプロジェクト

沼田市消防団とドローンの連携

奉仕訓練（沼田中学校砂場改修）

沼田防災士とドローンの連携

週間利根　R元年7月14日掲載

週間利根　R元年3月3日掲載 週間利根　R元年9月22日掲載

公約3　「ものづくりにこだわったまちづくり」

昨年利根沼田アカデミーでは、日新製鋼（鉄鋼メーカー）と
連携し、多能工育成コースを立ち上げました。今回の取組
みは全国のあらゆる建設業の職種で人材が不足している
中、1業種が2業種以上の仕事を覚え、その技術を習得で
きれば人材不足を補う事ができます。その第一弾が内装
業や、塗装業の方々が屋根工事に多能化していただく取組
みです。今後もこの事業を定期的にテクノアカデミーで取
組み、多能工化を進めていきます。

上毛新聞　R元年11月22日掲載

利根沼田テクノアカデミーでは、昨年も教育現場での奉仕訓練を行
いました。今回の訓練は大工訓練生と板金訓練生が合同で、沼田中
学校の砂場の枠を交換する工事を行いました。現場での実測、アカ
デミー内での加工、そして現場での施工です。当日は失敗が許され
ない訓練であり、訓練生は緊張しながら作業を行いました。この取り
組みはアカデミーでの 3 か月間の集大成であり、自社にもどって仕
事を行うための「気構え」が身についたと思います。また、いつも
お世話になっている日陰南郷地区のゴミステーションの修繕も同時に
行いました。本年度も沼田市と連携し、奉仕訓練を継続していきます。

昨年尾瀬高校と協議をし、テクノアカデミードローン技能訓練校で
は、子どもたちが学校の授業が終わる夕方 4 時から 2 時間ずつ計
7日間、9人の生徒にドローン訓練を行いました。子どもたちはあっ
という間に操縦技術を身に着け、今月 20 日に最後の操縦試験を
行います。尾瀬高校では尾瀬ヶ原の調査や、武尊山の調査を行っ
ており、ドローンを活用すればその調査が更に向上すると思います。
この取り組みは今後も継続的に続けていき、今後は環境調査を中
心に、更にはドローンの可能性を子どもたちに見つけてほしいと考
えています。

週間利根　R元年10月13日掲載


